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学校における働き方改革へご理解・ご協力をお願いします！

「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」

�

の
姿
に
学
ぶ

　

日
々
、
地
域
・
市
民
の
皆
様
か
ら

の
、
学
校
や
子
ど
も
達
へ
の
温
か
い

ご
支
援
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
ま
ず
、
最
近
出
会
っ
た
二
つ
の
出

来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

①
令
和
６
年
７
月
16
日
、
教
育
委
員

会
は
、「
令
和
６
年
度　

第
１
回
学
校

運
営
協
議
会
委
員　

会
長
研
修
・
連

絡
会
」を
開
催
、
各
校
の
学
校
運
営

協
議
会（
以
下「
協
議
会
」）会
長
の
皆

様
が
、
互
い
の
協
議
会
運
営
に
つ
い

て
情
報
交
換
す
る
と
と
も
に
協
議
会

の
在
り
方
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
の
、
協
議
会
長

か
ら
の
ご
報
告
、
ま
た
、
グ
ル
ー
プ

協
議
に
お
け
る
ご
発
言
の
一
部
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
子
ど
も
達
が
今
学
ん
で
い
る
こ

と
が
、
今
後
ど
う
生
か
さ
れ
て
い
く

か
を
、
協
議
会
で
考
え
て
い
ま
す
。」

「『
部
活
動
』『
働
き
方
改
革
』『
不
登
校
』

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。」「
英
語

学
習
等
、
地
域
の
人
の
力
を
生
か
す

機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。」

「
地
域
と
学
校
の
互
い
の
思
い
を
繋
げ

る
の
が
、
協
議
会
の
務
め
と
思
っ
て

い
ま
す
。」「
生
徒
・
保
護
者
向
け
の『
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
窓
口
』を
開
設
し
ま
し

た
。」「
稲
城
市
は
新
し
い
人
を
受
け
入

れ
る
態
勢
が
あ
り
ま
す
。協
議
会
が
、

『
新
し
い
風
』を
受
け
入
れ
る
役
を
担

っ
て
い
き
ま
す
。」「
校
長
先
生
と
し

っ
か
り
と
組
ん
で
、
学
校
を
改
革
し

て
い
き
た
い
で
す
。」

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
発
言
は
、
地
域
で

暮
ら
し
、
社
会
に
活
躍
す
る
方
々
な

ら
で
は
の
視
点
に
基
づ
く
お
考
え
や

ア
イ
デ
ア
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
協
議

会
の
力
を
生
か
し
学
校
の
運
営
を
し

っ
か
り
と
支
え
て
い
こ
う
と
の
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
エ
ー
ル
で
あ
り
ま
し

た
。
加
え
て
、
各
学
校
長
の
経
営
方

針
へ
の
深
い
ご
賛
同
の
お
声
も
複
数

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
学
校
運
営
協
議
会
」と
は
、「
地

方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
」に
基
づ
き
設
置
し
、
学

校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
て
い
る
学

校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

称
し
ま
す
。
保
護
者
や
地
域
の
方
々

が
、
一
定
の
権
限
と
責
任
を
も
っ
て

学
校
運
営
に
参
画
す
る
仕
組
み
で

す
。
そ
の
主
な
役
割
と
し
て
は
、「
学

校
運
営
の
基
本
方
針
を
承
認
す
る
」

「
学
校
運
営
に
関
す
る
意
見
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
る
」「
教
職
員
の
任
用

に
関
し
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

る
」旨
、
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
稲

城
市
で
は
、
令
和
4
年
4
月
1
日
に

市
立
学
校
18
校
に「
学
校
運
営
協
議

会
」が
設
置
さ
れ
、
全
校
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
協
議
会
委
員
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
稲
城
市
立
学
校
に
お
け
る
学

校
運
営
協
議
会
の
設
置
等
に
関
す
る

規
則
」に
お
い
て
、
地
域
住
民
・
保

護
者
・
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
・

校
長
等
か
ら
５
人
以
上
10
人
以
内

を
、
校
長
の
推
薦
に
よ
り
教
育
委
員

会
が
任
命
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
学
校
運
営
協
議
会
」

は
、
学
校
の
教
育
活
動
・
運
営
に
つ

い
て
協
議
・
審
議
を
行
う
組
織
で
す
。

現
在
、
全
国
の
導
入
状
況
は
、
公
立

学
校
全
体
で
協
議
会
設
置
率
52
・
3

％
（
令
和
５
年
度
デ
ー
タ
、
文
部
科

学
省
に
よ
る
発
表
）、し
か
し
な
が
ら
、

「
十
分
な
協
議
が
行
わ
れ
て
い
な
い

形
式
的
な
学
校
運
営
協
議
会
も
見
受

け
ら
れ
る
」「
学
校
か
ら
の
形
式
的
な

報
告
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
場
合
が

あ
る
」（『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
在
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
議　

最
終
ま
と
め
』令
和
４
年
３
月
、
文
部

科
学
省
）と
さ
れ
、
さ
ら
な
る
質
的
向

上
の
必
要
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
全
国
的
な
状
況
の

中
に
お
い
て
、
本
市
の
学
校
運
営
協

議
会
は
、「
基
本
方
針
の
承
認
」や「
学

校
運
営
へ
の
意
見
」を
超
え
て
、
学
校

運
営
に
関
す
る
課
題
を
具
体
的
に
解

決
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
の
姿
勢
の

も
と
、
実
に
活
発
な
協
議
が
展
開
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。
私
は
、
委
員
の

方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の「
得
意
分
野
」

に
つ
い
て
発
信
し
な
が
ら
主
体
的
に

協
議
を
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、

深
く
敬
意
と
感
謝
を
感
じ
ま
し
た
。

②
私
は
教
育
長
就
任
以
降
、
市
内
の

様
々
な
会
議
に
出
席
す
る
機
会
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
稲
城
市
商
工
会
・
奈
良
部
義
彦

会
長
の
、「
コ
ロ
ナ
禍
」さ
ら
に「
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
」と
い
う
困
難
な
状
況
で

す
が
活
気
あ
る
稲
城
市
の「
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
」を
も
ち
な
が
ら
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
に
向
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
、
市
内
事

業
所
の
方
々
に
向
け
ら
れ
た
力
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
度
々
拝
聴
し
ま
し
た
。

ま
た
、
様
々
な
会
合
に
お
い
て
、
市

内
の
事
業
所
経
営
者
の
方
々
か
ら
、

事
業
発
展
へ
の
思
い
や
方
策
を
伺
い
、

大
変
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
出
会
い
を
重

ね
、
私
は
、「
本
市
で
事
業
展
開
さ
れ

る
方
々
か
ら
、稲
城
の
子
ど
も
達
が
、

直
接
、『
起
業
家
の
精
神
』と
い
う
も

の
を
学
ぶ
機
会
を
つ
く
り
た
い
」、
と

い
う
思
い
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
昨
年
度
末
、
奈
良
部

会
長
の
ご
高
配
を
賜
り
、
稲
城
市
立

中
学
校「
職
場
体
験
」に
つ
い
て
新
た

な
受
入
事
業
所
の
拡
大
を
ご
相
談
申

し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
令
和
６
年

度
の
実
施
に
向
け
多
く
の
稲
城
市
商

工
会
員
の
皆
様
に
ご
快
諾
を
い
た
だ

き
、
事
前
に
、「
職
場
体
験
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
特
別
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
し

た
。」と
い
う
お
声
な
ど
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。
起
業
家
・
経
営
者
と
し
て

の
知
見
に
裏
付
け
ら
れ
た
ご
指
導
は
、

子
ど
も
達
に
と
っ
て
貴
重
な
学
び
・

体
験
と
な
る
こ
と
と
、
大
変
あ
り
が

た
く
存
じ
ま
す
。

　

学
校
運
営
協
議
会
委
員
、
職
場
体

験
受
入
事
業
所
の
皆
様
に
共
通
し
て

い
る
の
は
、「
地
域
に
暮
ら
し
、
社

会
に
生
き
る
視
点
」を
基
盤
に
、
学

校
を
、
子
ど
も
達
を
、
そ
し
て
稲
城

市
を
、
社
会
全
体
を
、
自
ら
の
お
力

を
フ
ル
回
転
さ
せ
向
上
さ
せ
て
い
こ

う
と
の
、
熱
い
ご
意
思
で
す
。
ま
さ

に
、「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」、
そ
の

お
姿
を
間
近
に
す
れ
ば
、
本
市
の
子

ど
も
達
も
自
ら
の「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
」を
培
い
磨
き
上
げ
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
と
、
希
望
に
胸
が
高

鳴
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
に
紹
介
い
た
し
ま
し

た
事
例
は
、
最
近
の
新
た
な
連
携
で

あ
り
、
本
市
の
教
育
は
、
こ
れ
ま
で

も
長
い
こ
と
、
地
域
・
保
護
者
の
皆

様
か
ら
厚
い
ご
支
援
を
賜
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
梨
・
ぶ
ど
う
の
栽
培
や

米
作
り
等
の
体
験
学
習
に
ご
指
導
く

だ
さ
る
皆
様
、
既
に
以
前
か
ら
職
場

体
験
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
皆
様
、
地
域
教
育
懇
談
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
学
校
支
援
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の

皆
様
な
ど
、
多
く
の
方
々
の
、
学
校

と
子
ど
も
達
へ
の
ご
支
援
の
積
み
重

ね
が
、
さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
広
が

り
、
新
た
な
ご
支
援
に
繋
が
っ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

改
め
ま
し
て
、
ご
本
業
等
に
大
変

ご
多
用
の
中
の
ご
支
援
に
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
お

力
・
お
姿
を
、「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」

の
精
神
を
備
え
た
、
持
続
可
能
な
社

会
の
創
り
手
の
育
成
に
繋
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

稲
城
市
教
育
委
員
会
教
育
長　

�

杉
本
真
紀
子

教
育
長
コ
ラ
ム
No.06

　子ども達に効果的な教育活動を行うためには、教員が健康で生き生き
と働くことが大切です。
　稲城市教育委員会では、令和５年３月に「第二次稲城市立学校におけ
る働き方改革実施計画（計画期間：令和５年度～令和７年度）」を策定し、
本計画に基づき、教員の働き方改革を行っています。

１�　勤務時間外における電話音声対応メッセージによる自動応答（市立
小中学校全校）
　�　教員の勤務時間（8:15 ～16:45）外は、学校への電話は、電話音声
対応メッセージによる自動応答となります。

▷問合せ　教育総務課

２�　夏季休業期間中における学校閉庁日の設定（市立小中学校全校）
　�　学校の教育活動等を行わない夏季休業期間中で、学校が定める任意
の日（期間）を、学校閉庁日としています。

３　部活動の活動時間や休養日の基準設定（市立中学校全校）
　　部活動の活動時間や休養日を設定し、部活動を運営しています。

※　早朝や16時45分以降は勤務時間外となります。
※　勤務時間の割り振りは学校によって異なります。

勤務時間外の授業準備、
登下校指導や課外活動生活指導等

　月曜日～金曜日　　　　　8:15 ～16:45以外で学校が定める時間
　土曜日、日曜日及び祝日　終日
※児童・生徒に係る事件・事故等で急を要する場合は稲城市役所代表
　（042-378-2111）へご連絡ください。

音声応答となる時間

計画に基づく取組

　学校現場では、「地域とともにある学校」を理念に運営を行ってお
りますが、働き方改革の推進により、教員によるこれまでと同様の
対応が困難となることも出てまいります。
　子ども達と向き合うための時間や、授業準備の時間を確保できる
よう一層の取組を進めてまいります。
　保護者・地域の皆様におかれましても、次代を担う子ども達のため、
働き方改革に対するご理解とご協力をお願いいたします。

教員の勤務時間：8:15 ～16:45（※）
                 （休憩45分）

児童・生徒と向き合う時間、
授業等に充てる時間を確保

心身ともに健康を保てる
職場環境を再構築

長時間労働（課題）

～働き方改革の必要性～

～現在取り組んでいること～

学校教育の質の向上


